
 2016年度 出版会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的（建学の精神，教育理念，使命）を踏ま
えて、当該付属機関・委員会の理念・目的
を設定していること。
【約５００字】

　明治大学出版会（以下「出版会」という。）は，「本大学の学術
研究成果を出版物として広く社会に公開することにより，本大学の
教育研究活動の活性化を図るとともに，学術・文化の振興及び社会
の発展に寄与すること」（「明治大学出版会規程」）を目的とし
て，2011年４月に創設された。言い換えるなら，良質な図書の刊行
を通じ，本学の教育，研究活動の活性化を図ると共に，アカデミッ
クステータスを向上させることを目的としている。
 この目的の下に，“専門的研究に基づく学術的教養書”のシリーズ
として2011年度に「明治大学リバティブックス」，2013年度に「La
science sauvage de poche」を発刊し，明治大学に関連する図書の
適宜刊行と合わせて，2016年度までに合計22冊を刊行した。今後も
年間４冊の刊行を目指し，同様の出版活動を展開する。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　出版会編集委員会（以下，「編集委員会」という。）において，
個々の出版企画が出版会の理念及び方針に合致するように提案され
ているかを検討した上で，各企画の刊行を決定している。
　また，刊行物に関する編集委員会内規を逸脱しない範囲で，上記
目的に応える形で新機軸を出せないか，随時検討をしている。

　刊行企画について
は，企画書提出段階で
編集委員会において審
議を行ったのち，採択
されたものについて
は，編集委員２名が原
稿を精査し，その結果
を同委員会に報告する
こととしている。その
報告をもとに改めて審
議し，その結果を著者
にも伝えることによ
り，最終的に良書の刊
行へと繋がる仕組みを
確立している。

　現在，本体価格・部
数の決定に関しては，
執行部会で審議・決定
することとしている
が，今後は企画から刊
行までの実質的な審議
を行っている編集委員
会からの意見も踏まえ
て，刊行部数，本体価
格を審議・決定し，最
終的に運営委員会に報
告し，承認を得るよう
にする。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目



 2016年度 出版会 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的に
照らし，適切であるか。学術の進展や社会
の要請と教育との適合性について配慮した
ものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目的
を実現するためにふさわしいものである
か。
【約３００字】

　出版会長は運営委員長を，出版会副会長は編集委員長を兼務して
いる。出版会のもとには，「明治大学出版会規程」及び「明治大学
出版会の執行部会設置に関する申合せ」に基づき，運営委員会，編
集委員会及び執行部会が設置されている。
　理念・目的との適合性としては，運営委員会は専任教員を中心に
選出されるが，教務担当常勤理事及び学務担当常勤理事がオブザー
バーとして会議に出席することで，大学の方針に沿い適切に運営さ
れているかを検証している。編集委員会は，学外有識者を委員に加
えることで，学外での評価に耐えうる出版企画を検討する体制と
なっている。
　また，編集委員会が検討した刊行企画に対して，運営委員会が学
術の進展や社会の要請との適合性を検証できるよう組織されてい
る。

　編集委員会ならびに
執行部会での議決事項
は速やかに運営委員会
へ報告することが義務
付けられており，社会
からの要請と教育との
適合性の確認をおこ
なっている。
　また，2015年度に出
版社の営業経験者を学
外有識者として，編集
委員に任命したことに
より，編集だけでな
く，刊行書籍の継続的
な管理についても実務
的なアドバイスを受
け，適切に管理してい
る。

　事業の実施状況を鑑
み，必要があれば組織
の構成と連携を見直
す。

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するにあた
り，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
【約５００字】

　運営委員会及び編集委員会において，会議開催時に検証を行って
いるほか，自己点検・評価報告書や次年度計画書作成に際して，総
合的な検証を行っている。
　2013年度には，定価・部数等の決定を迅速化するために，執行部
会を設置し，委任された事項について，迅速に審議・決定してい
る。

　2016年度は，増刷の
可否及びその部数に関
する事項を，執行部会
の委任事項に加えたこ
とにより，増刷につい
ての意思決定プロセス
が明確になった。

　 　今後も出版会各委員
会で責任・権限を分担
し，出版会組織と事業
の有効性を検証し，善
後策を講じていくため
の組織連携を，さらに
明確にしていく。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 出版会 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか

a ●方針に沿って，社会連携・社会貢献を推
進しているか。

　出版会の方針に基づき，本学教員の研究成果を中心に，2016年度
までに計22冊を刊行した。刊行書籍については，書評依頼や広告掲
載を通じて広報を行っている。
　編集経験と業務知識が豊富な特別嘱託職員を編集担当者として配
置し，良質な書籍を刊行することで，本学の研究成果等を発信する
ことに貢献している。
　また，出版会での責任主体，組織，権限等について，各委員会で
検証しながら，改善を重ねて業務を遂行している。

　2016年度は書籍4冊
を刊行したほか，株式
会社明大サポートの協
力を得て，全国校友大
会・ホームカミング
デーでの書籍の販売や
リバティアカデミーで
の関連講座などでチラ
シの配布をおこない，
学内外への広報を積極
的に実施し，刊行書籍
がより多くの読者のも
とに届くよう，販促・
広報活動をおこなっ
た。

　刊行書籍の分野に偏
りがあるため，今後は
幅広い読者層に向け
て，書籍を発信してい
けるよう，多岐に渡る
分野の書籍を刊行して
いくことが必要であ
り，これまで以上に執
筆者の発掘や，編集企
画の立案を積極的にお
こなうことが必要であ
る。

　一般読者層に広く受
け入れられる書籍の刊
行を目指し，企画内容
を精査した上で，刊行
していく。

　学内の研究者情報等
をもとに，執筆者の発
掘をおこない，継続的
に良質な書籍を刊行す
る。

　刊行書籍の内容に応
じて，編集業務委託を
おこない，幅広い分野
の書籍を刊行してい
く。

b （検証システムと改善実績）
●社会連携・社会貢献の適切性を検証する
にあたり，責任主体・組織，権限，手続を
明確にしているか。
●その検証プロセスを適切に機能させ，改
善につながっているか。

 「明治大学出版会規程」及び「明治大学出版会の執行部会設置に関
する申合せ」に基づき，運営委員会，編集委員会及び執行部会を設
置し，組織の権限や手続きを規定している。

　2016年度は４冊の増
刷を実施したが，基準
２(2）に同じ。

　 　今後も出版会各委員
会で責任・権限を分担
し，出版会組織と事業
の有効性を検証し，善
後策を講じていくため
の組織連携を，さらに
明確にしていく。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 出版会 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
【約４００字】

　年に１回，運営委員から１名を自己点検・評価担当として選出
し，この担当委員を中心に評価報告書を作成している。内部質保証
の方針と手続きについては，運営委員会において方針を決定し，編
集委員会を中心に実行し，運営委員会においてチェックしている。

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか

a ●内部質保証の方針と手続を明確にしてい
ること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価結
果を改善）を整備していること
●　文部科学省や認証評価機関からの指摘
事項に対応していること
【８００字～１０００字程度】

　内部質保証の方針と手続きについては，運営委員会において方針
を決定し，編集委員会を中心に，実行している。
　さらに編集委員会に学外有識者委員が参加することにより，外部
からの視点で刊行企画等を検討している。

　運営委員会が予算や
事業内容を検証し，編
集委員会が刊行企画や
デザインなどを検討
し，分業体制を明確に
することにより，良質
の書籍刊行を効率よく
おこなうことができ
た。

　引き続き，運営委員
会での事業内容の検証
や，編集委員会での刊
行企画検討を厳密に実
施する。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅ
ｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ
（改善）の具体的内容・工夫
＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

　自己点検・評価の結果は，出版会構成員で共有し，次年度の年度
計画に反映させている。2014年度の自己点検・評価のうち，編集委
員会の学外有識者枠の欠員については，2015年６月に委員を任命
し，改善した。
　刊行企画の決定に際しては，編集担当者と編集委員のうち2名が原
稿の精査を行い，その結果を編集委員会で審議している。その際の
審議内容は執筆者に報告し，それに従って期日までに修正原稿が提
出されない場合は，入稿を許可していない。
　

　学外から編集委員を
迎えたことにより，営
業・販売の視点からも
企画を検討することが
できるようになった。
　編集委員会での刊行
前に，編集委員２名が
原稿の精査を行うこと
としている。その結果
を改めて審議し，刊行
の可否を決定すること
で，出版会の理念が適
切に実現されているか
を慎重に検証してい
る。

　限られた人数の編集
委員では，すべての分
野の原稿を判断するこ
とは難しい。より広い
分野の専門家の意見を
聴取することができる
よう体制を整備する必
要がある。

　今後も出版会各委員
会で責任・権限を分担
し，出版会組織と事業
の有効性を検証し，善
後策を講じていくため
の組織連携を，さらに
明確にしていく。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画


